
今
年
４
月
に
発
足
し
た
自
主
防
災

会
の
全
体
初
会
合
が
４
月

20
日
、

西
消
防
署
の
太
田
主
幹
を
招
い
て
志

津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。会

合
に
は
自
治
連
防
災
担
当
理
事
、

各
町
防
災
会
会
長
、
防
災
部
長
が
出

席
、
地
域
の
防
災
活
動
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
太
田

主
幹
の
話
を
ま
じ
え
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

太
田
主
幹
は
「
西
消
防
署
で
は
当

地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
対
し
、
５

名
体
制
で
支
援
さ
せ
て
も
ら
う
の
で

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
前
置
き
し
た
上
で
①
地
震
災
害
で

生
死
を
分
け
る
の
は
発
生
直
後
の

10
秒
間
。
家
具
の
転
倒
、
落
下
物

の
防
止
が
命
を
守
る
②
災
害
が
広
域

に
わ
た
る
場
合
、
行
政
に
よ
る
救
援

に
は
時
間
が
か
か
る
。
個
人
で
３
日

分
程
度
の
水
や
食
料
な
ど
を
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
有
効
、
な
ど
と
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
各
委
員
か
ら
は
①
こ

の
地
域
で
は
ど
の
程
度
の
地
震
が
想

定
さ
れ
、
ど
の
程
度
の
被
害
が
予
想

さ
れ
る
の
か
、
ど
ん
な
備
え
を
し
た

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
②
当
地
域

は
阪
神
大
震
災
の
時
で
も
そ
れ
ほ
ど

感
じ
な
く
て
、
比
較
的
安
心
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
③
防
災
面
の
備
え

も
実
感
と
し
て
受
け
止
め
に
く
い
の

で
は
な
い
か
④
消
火
栓
の
ホ
ー
ス
等

も
高
齢
者
ら
が
容
易
に
扱
え
る
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
⑤
各
町
内
単
独
で
な
く
地
域
が
一

体
に
な
っ
て
取
り
組
む
方
が
、
実
情

に
合
う
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
緊
急
時
に
機
能
で
き

る
防
災
会
に
す
る
た
め
、
志
津
南
地

区
自
主
防
災
連
絡
会
を
設
け
、
各
町

内
の
自
主
防
災
会
が
連
携
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ざ

と
言
う
時
に
役
立
つ
組
織
に
な
る
様
、

形
に
と
ら
わ
れ
ず
地
道
な
活
動
を
と

考
え
て
い
ま
す
。

自
治
連
の
組
織
改
革
に
伴
い
、

新
た
に
発
足
し
た
広
報
委
員
会
の
初

会
合
が
４
月
19
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
「
志
津
南
ニ
ュ
ー
ス
」
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
志
津
南
」
（
通
称

若
草
ネ
ッ
ト
）
の
運
営
管
理
を
一
体

化
し
、
広
報
活
動
の
有
機
性
を
高
め

よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
若
草
ネ
ッ
ト

委
員
会
、
自
治
連
広
報
部
会
を
統
合

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
委
員
会
に
は
各
種
団
体

か
ら
推
薦
さ
れ
た
広
報
委
員
、
若
草

ネ
ッ
ト
作
業
部
会
長
ら
８
人
が
出
席
、

三
役
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
活
動
方
針
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
委
員
長

津
田

英
二

▽
副
委
員
長

和
田

基

▽
会

計

林

茂

【
若
草
ネ
ッ
ト
作
業
部
会
】

▽
部
会
長

森

洋
二
郎

▽
副
部
会
長

妹
尾

志
郎

志
津
南
地
区
の

14
団
体
の
平
成

20
年
度
代
表
者
が
こ
の
ほ
ど
正
式

に
決
ま
り
ま
し
た
。

代
表
者
氏
名
は
別
表
の
通
り
で
す
。
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まちのシンボル「ひと・まち・ゆめ」

志津南 発 行

志津南地区自治連合会
連絡先

志津南市民センター

（公民館） 563-6206

◇第１回（４月５日）

▽事務局長に妹尾志郎氏を選任。

▽自治連合会会則（平成20年3

月23日改訂）の周知を確認。

▽ふれあい夏まつりを7月26日

（土）に開催することを決定。

各町内副会長会議を4月27日

に開催、役割分担と骨子を固

めた。

◇第２回（５月10日）

▽各町自主防災会の設置を草津

市に届け出。５月18日地区内

設備の総点検実施を決めた。

▽夏の一斉清掃を7月13日（予備
日20日）に実施することを決

定。

▽老朽化している地区内の立て

看板の撤去または更新を交通

防犯部会に要請。

消
防
と
連
携
、
足
元
重
点
に

自治連会議録

自
主
防
災
会
が
ス
タ
ー
ト

広
報
委
が
初
会
合

自主防災会議で説明する西消防署員

広報委員会の初会合

町並み保存委員会 星野 眞直

社会福祉協議会 上田 恒章

体育振興会 原 真理

人権教育推進協議会 小川 弘

青少年育成区民会議 今大路清子

子ども会 谷口 賢

老人クラブ連合会 海部 三徳

民生・児童委員協議会 林 茂

健康推進員連絡協議会 喜田 久子

少年補導委員 中地 耕一

交通安全会 上城戸則夫

草津・栗東交通安全協会 妹尾 志郎

地域安全連絡協議会 小野 栄祐

広報委員会 津田 英二

各種団体の代表者名簿
20
年
度
各
種
団
体
代
表
決
ま
る



志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は

５
月
11
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
で
平
成

20
年
度
総
会

を
開
き
、
上
田
恒
章
会
長
ら
新
執
行

部
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
前
年
度

に
引
き
続
き
「
福
祉
の
土
壌
づ
く
り
」

「
活
動
の
担
い
手
づ
く
り
」
「
個
別

援
助
活
動
」
を
柱
に
活
動
し
て
い
く

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
事
業

計
画
の
骨
子
、
新
役
員
は
別
項
の
通

り
で
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
「
み
ん
な
で

育
む
地
域
福
祉
・
人
に
や
さ
し
い
福

祉
の
ま
ち
」
と
い
う
地
域
福
祉
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

志
津
南
社
協
で
は
、
同
計
画
に
添
っ

て
先
に
あ
げ
た
３
つ
を
重
点
課
題
と

し
て
、
自
治
連
、
諸
団
体
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

「
み
ん
な
で
支
え
る
福
祉
の
志
津

南
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

住
民
の
福
祉
意
識
醸
成
と
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

一
昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
、
民
生
・

児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な

ど
各
種
団
体
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
誰
も
が
「
優
し
い
と
感
じ
る
町
」

を
築
き
上
げ
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
地
域
福
祉
を

進
め
る
こ
と
は
重
要
だ
と
理
解
し
、

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
各
町
福
祉
部
長
さ
ん
と
班

長
さ
ん
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
福

祉
担
当
協
力
員
と
し
て
住
民
と
の
接

点
を
よ
り
強
固
に
し
、
活
動
を
支
援

し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
社
協
は
数
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
重
視
、
従
来
の
環
境

美
化
（
社
会
奉
仕
）
、
交
通
安
全
、

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
３
つ
に
加
え
、

一
昨
年
か
ら
取
り
組
み
、
高
齢
者
か

ら
支
持
さ
れ
て
い
る
「
緑
の
手
入
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
さ
ら
に
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
「
地
域
の
住
民

が
支
え
助
け
合
う
風
土
づ
く
り
」
の

生
き
た
例
と
し
て
今
後
も
拡
充
し
て

い
く
方
針
で
す
。
ま
た
一
昨
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
福
祉
懇
談
会
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
開
催
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
と
も
に
考
え
解
決
す
る
場
と
し

て
活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

▽
福
祉
の
土
壌
づ
く
り

福
祉
講
座
、
福
祉
懇
談
会
な
ど
の

開
催
と
広
報
誌
の
発
行
。

▽
活
動
の
担
い
手
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
充
実
と
各
町

福
祉
協
力
員
の
育
成

▽
個
別
援
助
活
動
の
推
進

・
高
齢
者
ほ
の
ぼ
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の
活
発
化

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

高
齢
者
の
仲
間
作
り
・
生
き
甲

斐
づ
く
り
の
支
援

・
子
育
て
支
援
活
動

育
児
に
関
す
る
保
護
者
の
集
い

な
ど

・
高
齢
者
健
康
維
持
活
動

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
活
動

環
境
美
化
（
社
会
奉
仕
）
、
交
通

安
全
、
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
緑
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続

▽
敬
老
会

▽
平
和
記
念
講
演
会

会

長
（
事
務
局
長
兼
務
）

上
田

恒
章

副
会
長

望
月

公
人

同

林

茂

会

計

村
井
由
美
子

福
祉
部
会
長

佐
藤
け
い
こ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長小

牧

義
彦

快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
Ｇ
Ｗ
最
終
日

の
５
月
６
日
、
志
津
南
地
区
子
ど
も

会
の
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の

46
人
が
、
学
校
近
く
の
田
ん
ぼ

で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
と
し
て
は
初
め
て
の
試

み
で
、
田
植
え
を
し
た
の
は
岡
本
町

の
農
家
、
山
元
甚
兵
衛
さ
ん
か
ら
借

り
た
３
０
０
平
方
㍍
㎡
の
田
ん
ぼ
。

田
植
え
の
前
に
山
元
さ
ん
か
ら
苗

の
植
え
方
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
は

素
足
で
田
ん
ぼ
の
中
に
入
り
ま
し
た

が
、
初
め
て
と
あ
っ
て
「
き
ゃ
ー
！

気
持
ち
悪
い
」
な
ど
と
興
奮
気
味
。

中
に
は
足
を
と
ら
れ
て
こ
け
て
泥
だ

ら
け
に
な
る
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。低

学
年
と
高
学
年
が
横
一
列
に
向

か
い
合
っ
て
植
え
て
い
き
ま
し
た
が
、

真
っ
す
ぐ
に
苗
を
植
え
て
い
く
の
が

難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
山
元

さ
ん
は
「
初
め
て
に
し
て
は
上
出
来
」

と
合
格
点
。
子
ど
も
た
ち
は
泥
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
も
「
初
め
て
や
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う

で
し
た
。

苗
を
植
え
た
田
ん
ぼ
は
農
家
の
方

に
管
理
を
し
て
も
ら
い
穂
が
実
る
秋

に
は
稲
刈
り
体
験
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

（
龍
大
取
材
班

平
山
義
準
）

子
ど
も
会
は
４
月

26
日
、
今
年

小
学
校
に
上
が
っ
た

19
人
を
招
い

て
歓
迎
会
を
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。
歓
迎
会
に
は
上
級
生

43

人
も
出
席
、
新
一
年
生
を
一
人
ず
つ

紹
介
し
た
あ
と
、
白
組
と
赤
組
に
分

か
れ
て
缶
積
み
ゲ
ー
ム
や
ボ
ー
ル
リ

レ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の

模
様
は
写
真
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
市
民

セ
ン
タ
ー
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
下
さ
い
。

（
子
ど
も
会
会
長

谷
口

賢
）

第５７号 わが町｢志津南｣ＮＥＷＳ 平成２０年５月１５日 ( 2 )

歳入の部 決算金額

繰 越 金 272,721

会 費 450,500

草津市社協補助金 1,078,930

自 治 連 助 成 金 150,000

雑 収 入 106,945

合計 2,059,096

歳出の部 決算金額

市 社 協 分 担 金 135,150

草津市社協補助金事業 1,101,387

高齢者仲間づくり事業 30,000

高齢者健康維持事業 50,000

子どもと高齢者の
ふ れ あ い 事 業

85,000

子 育 て 支 援 事 業 95,000

備 品 ほ か 8,400

自治連合会助成金 121,683

ボランティア活動 49,812

予 備 費 25,857

合計 1,702,289

次期繰越金 356,807

平成19年度収支決算報告

社
協
、
事
業
計
画
を
決
め
る

上
田
会
長
ら
新
執
行
部
を
選
出

20年度総会（市民センター）

社
協
事
業
計
画
（
骨
子
）

子
ど
も
会
が
田
植
え

どろんこになって田植え

平
成
20
年
度
役
員

泥
ま
み
れ
に
な
り
奮
闘

新
入
生
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
泉
」

は
４
月

25
日
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

実
施
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
光
の
中
、

参
加
者

38
人
の
に
こ
や
か
な
笑
顔

と
と
も
に
春
の
湖
西
路
に
向
か
い
ま

し
た
。

今
回
は
比
良
連
峰
の
裾
野
の
安
曇

川
、
マ
キ
ノ
へ
。
可
愛
い
模
様
の
ス

テ
ッ
キ
片
手
、
帽
子
、
カ
メ
ラ
を
手

に
と
な
か
な
か
お
洒
落
な
皆
さ
ん
は

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
車
中
は
お
隣
同

士
話
も
弾
み
ま
す
。
琵
琶
湖
大

橋
を
渡
り
、
湖
西
道
路
か
ら
見

下
ろ
す
琵
琶
湖
は
青
く
澄
み
、

は
る
か
対
岸
の
近
江
富
士
を
望

み
ま
す
。

車
窓
の
景
色
を
楽
し
む
う
ち
、

バ
ス
は
日
本
最
古
と
伝
え
ら
れ

る
白
髭
神
社
に
到
着
。
そ
の
昔
、

湖
上
交
通
の
盛
ん
な
頃
、
船
で

の
参
拝
の
目
印
に
も
な
っ
た
と

い
う
湖
中
の
大
鳥
居
が
有
名
で
、

紫
式
部
の
歌
碑
も
あ
っ
た
と
か
。

そ
れ
ぞ
れ
神
頼
み
も
す
ま
せ
、
バ

ス
は
マ
キ
ノ
高
原
へ
。
２
㌔
も
続
く

や
わ
ら
か
な
新
緑
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア

の
ト
ン
ネ
ル
を
バ
ス
は
ゆ
っ
く
り
通

り
抜
け
ま
し
た
が
、
そ
の
美
し
さ
に

期
せ
ず
し
て
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

昼
食
は
マ
キ
ノ
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
。

全
面
ガ
ラ
ス
ご
し
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は

額
縁
絵
の
よ
う
で
し
た
。
湖
上
遥
か

に
西
国
三
十
番
札
所
竹
生
島
も
望
め

ま
す
。
延
々
と
続
く
白
砂
青
松
の
浜

辺
、
穏
や
か
な
湖
面
を
眺
め
な
が
ら

湖
魚
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

帰
途
は
道
の
駅
「
藤
樹
の
里
あ
ど

が
わ
」
で
お
買
い
物
。
特
産
物
の
お

土
産
を
両
手
に
快
適
な
バ
ス
の
旅
を

終
え
ま
し
た
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
泉
）

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

が
次
の
３
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
受
講
料
を
添

え
て
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
（
た
だ
し
、
市
内
在
住
、
在
勤

の
方
）
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
。

◇
Ｉ
Ｔ
講
座

「
一
か
ら
は
じ
め
る
エ
ク
セ
ル
講

座
」
。
表
計
算
ソ
フ
ト
の
エ
ク
セ
ル

で
文
書
を
作
成
す
る
方
法
を
学
び
ま

す
。
作
成
す
る
文
書
は
名
簿
や
報
告

書
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
も
歓
迎
。

▽
日

時

６
月
２
日
（
月
）
、
３

日
（
火
）
、
４
日
（
水
）

い
ず
れ
も
13
時
〜

16
時

▽
対

象

文
字
入
力
の
で
き
る
方

▽
定

員

10
人

▽
受
講
料

９
０
０
円
（
３
日
間
）

▽
締

切

５
月
24
日
（
土
）

◇
家
庭
教
育
支
援
講
座

健
康
推
進
員
の
指
導
に
よ
る
食
育

講
座
「
親
と
子
（
朝
ご
は
ん
）
」
の

料
理
教
室
。

▽
日

時

６
月
28
日
（
土
）

10
時
〜

14
時

▽
対

象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
祖
父
母
も
可
）

▽
定

員

20
人
（

10
組
）

▽
締

切

６
月
６
日
（
金
）

▽
受
講
料

３
０
０
円
（
１
組
）

▽
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
・
食
器
用
ふ
き
ん

◇
教
養
文
化
講
座
「
古
今
東
西
」

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
近
江
を
愉
し

む
」
で
、
近
江
の
文
化
、
伝
統
工
芸
、

産
業
、
歴
史
を
学
ぶ
４
回
シ
リ
ー
ズ

の
講
座
で
す
。

第
１
回

７
月
16
日
（
水
）

９
時
〜

12
時

30
分

幻
の
都

「
紫
楽
宮
跡
」
と
陶
芸
工
房
訪

問
（
信
楽
町
）

第
２
回

９
月
17
日
（
水
）

10
時

30
分
〜

12
時

湖
北
の
む

か
し
ば
な
し
（
志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー
）

第
３
回

10
月
15
日
（
水
）

９
時
〜
15
時

大
名
庭
園
「
楽
々

玄
宮
園
」
と
仏
壇
工
芸
製
造
見
学

（
彦
根
市
）

第
４
回

11
月
12
日
（
水
）

10
時
〜

14
時

源
氏
夢
回
廊
と

瀬
田
川
遊
覧
（
大
津
市
）

▽
定

員

17
名

▽
締

切

５
月
31
日
（
土
）

▽
受
講
料

１
２
０
０
円
（
４
回
）

料
理
は
自
立
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で

す
。
基
礎
か
ら
学
ん
で
、
自
宅
で
お

い
し
い
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日

時

６
月
18
日
（
水
）

10
時
〜

14
時

▽
場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
対

象

市
内
在
住
、
在
勤
か
通

学
し
て
い
る
人
（
女
性
も
可
）

▽
定

員

20
人
（
先
着
順
）

▽
締

切

６
月
10
日
（
火
）

▽
参
加
費

６
０
０
円
程
度

（
材
料
費
）

▽
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

食
器
用
ふ
き
ん
、
手
拭
き

▽
そ
の
他

無
料
託
児
（
２
〜
６
歳

児
）
締
切
日
ま
で
に
要
予
約

▽
申
込
み

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
草
津
市
人
権
セ
ン
タ
ー
男
女
共

同
参
画
担
当
ま
で

電
話
（
５
６
５
）
１
５
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
６
３
）
７
０
７
０

メ
ー
ル

ｊ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
＠

ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
．
ｋ
ｕ
ｓ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
．
ｌ

ｇ
．
ｊ
ｐ
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□5月17日（土）
★子ども会総会
9:00～12:00

★ふれあい夏まつり実行委員会
10:00～12:00

□5月22日（木）
★子育てサロン
9:30～12:30

□5月24日（土）
☆わんぱくプラザ『中部国際
空港セントレアへ行こう』
9：00～16：00

□5月28日（水）
★やすらぎ学級「裁判員制度」
13:30～17:00

□6月6日（金）
★定例健康相談
10:00～12:00
市健康推進課

★ふれあい昼食会
12:00～13:00

ボランティア泉
□6月7日(土)
★わんぱくプラザ『ほたるを
見に行こう』(伯母川)
18：00～20：00

□6月18日(水)
★人権センター『男の料理教
室』
10：00～14：00

◇若寿会
・健康ウォーキング
毎月第１・第３土曜日

・奉仕活動
第４土曜日

いずれも8:45 若草中央公園集
合

◇地域サロン
懐メロを歌う会
毎月第２・第４火曜日

10:00～11:30 市民センター

★印の会場は志津南市民センター
（公民館）です。

若
葉
の
湖
西
路
を
満
喫

記念写真に収まる参加者

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
の
38
人

受
講
生
募
集

「
男
の
料
理
教
室
」
募
集



草
津
・
栗
東
交
通
安
全
協
会
志
津

南
支
部
は
４
月

25
日
、
ア
ヤ
ハ
自

動
車
教
習
所
の
協
力
を
得
て
若
草
く

る
み
保
育
園
の
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

同
教
習
所
の
指
導
員
６
人
が
園
児

約

70
人
を
対
象
に
、
園
庭
に
模
擬

の
信
号
機
と
歩
道
を
設
置
。
横
断
歩

道
の
正
し
い
渡
り
方
や
信
号
の
見
方

な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
指
導
に
従
っ
て
信
号
を
確
認
し
な

が
ら
横
断
歩
道
を
渡
る
な
ど
、
交
通

安
全
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

か
わ
い
い
ク
マ
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る

み
を
着
た
指
導
員
さ
ん
は
、
園
児
た

ち
の
気
を
引
き
な
が
ら
、
楽
し
く
横

断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
日
頃
か
ら
安
全
運

転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

第５７号 わが町｢志津南｣ＮＥＷＳ 平成２０年５月１５日 ( 4 )

４
月
の
あ
る
土
曜
日
の
午
後
、
志

津
南
公
民
館
ホ
ー
ル
の
扉
を
開
け
る

と
、
フ
ル
ー
ト
も
加
わ
っ
た
ビ
ゼ
ー

「
ア
ル
ル
の
女
」
の
ギ
タ
ー
合
奏
が

聞
こ
え
て
き
た
。
秋
に
栗
東
芸
術
文

化
会
館
「
さ
き
ら
」
で
行
う
定
期
演

奏
会
に
向
け
た
合
同
練
習
で
あ
る
。

同
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
一
井
伸
介
さ
ん
に
代
わ
っ

て
こ
の
日
タ
ク
ト
を
振
っ
て
い
た
高

坂
勝
さ
ん
か
ら
弱
い
部
分
に
「
も
っ

と
強
く
」
と
ダ
メ
だ
し
が
出
て
繰
り

返
し
。
譜
面
を
確
認
し
な
が
ら
弦
を

か
き
鳴
ら
す
会
員
の
顔
が
上
気
し
て

く
る
。

午
後
１
時
半
か
ら
始
ま
っ

た
練
習
は
パ
ー
ト
を
繰
り

返
し
、
最
後
の
「
通
し
」

に
高
坂
さ
ん
の
Ｏ
Ｋ
が
出

た
午
後
４
時
、
こ
の
日
の
練
習
が
終

わ
っ
た
。
参
加
し
た
18
人
か
ら
緊
張

が
解
か
れ
、
ほ
っ
と
し
た
表
情
が
浮

か
ぶ
。

同
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
平
成
元
年
、

若
草
に
住
む
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
愛

好
家
の
村
井
教
夫
さ
ん
が
、
甲
西
の

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
所
属
し
て

い
た
女
性
と
語
ら
っ
て
立
ち
上
げ
た
。

集
ま
っ
た
仲
間

５
人
と
翌
年
、

志
津
南
小
バ
ザ
ー

が

デ

ビ

ュ

ー

演
奏
。
ど
ん
な

曲
を
演
奏
し
た

の
か
、
覚
え
て

い
る
の
は
「
ラ
・

ク
ン
パ
ル
シ
ー

タ

」

だ

け

、

と
村
井
さ
ん
。

そ
の
後
、
近
隣

市
町
の
ギ
タ
ー

好
き
が
人
づ
て

に
聞
い
て
加
わ

る
よ
う
に
な
っ

て
会
員
が
徐
々
に
増
え
、
平
成
10
年

の
志
津
南
公
民
館
完
成
後
は
こ
こ
を

本
拠
と
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
大
津
、
甲
西
の
ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
合
同
で
定
期
コ
ン

サ
ー
ト
を
４
年
間
続
け
た
。
平
成
７

年
の
阪
神
大
震
災
時
に
は
秋
に
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
、
義
援

金
を
贈
っ
た
。
奈
良
の
ギ
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
４
回
あ
ま
り
出
演

し
た
。

現
在
は
毎
年
秋
の
「
さ
き
ら
」
で

の
「
さ
ざ
な
み
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
メ
ー

ン
に
、
草
津
市
民
音
楽
祭
（
し
が
県

民
芸
術
創
造
館
）
、
地
元
若
草
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ソ
ン
（
12
月
）
に
力
を
注
い

で
い
る
。

「
さ
き
ら
」
の
定
期
演
奏
会
で
は

「
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
聴
き
た
い
曲
や
感
想
を

ア
ン
ケ
ー
ト
に
と
り
次
回
の
参
考
に

し
て
い
る
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
も
し

ば
し
ば
で
固
定
フ
ァ
ン
が
多
い
。

「
音
楽
好
き
が
集
ま
っ
て
合
奏
す
る
、

こ
れ
が
実
現
し
て
う
れ
し
い
」
と
村

井
さ
ん
。

古
参
会
員
の
小
島
信
之
さ
ん
＝
草

津
市
＝
は
「
や
め
る
人
が
少
な
く
長

続
き
し
て
い
る
の
は
驚
き
」
と
メ
ン

バ
ー
の
息
の
長
さ
を
評
価
す
る
。
一

昨
年
入
会
の
内
藤
悟
さ
ん
＝
栗
東
市

＝
は
「
苦
し
い
け
れ
ど
、
お
も
し
ろ

い
し
楽
し
い
」
と
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
魅
力
を
語
る
。

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
新
人
ま
で
団
塊
の

世
代
を
中
心
と
し
た
男
性
16
人
、
女

性
９
人
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
音
楽
を

通
し
て
充
実
し
た
時
間
を
共
有
し
て

い
る
。

○
…
メ
モ
…
○

代

表

村
井
教
夫

会

員

25
人
（
う
ち
女
性
９
人
）

活

動

定
期
演
奏
会
年
３
回

合
同
練
習
毎
土
曜
日

（
第
５
土
曜
日
除
く
）

午
後
１
時
半
〜
同
５
時

会

費

月
額
千
円

連
絡
先

村
井
代
表

（
５
６
４
）
６
８
９
３

お
も
し
ろ
い
し
楽
し
い

湖
南
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

①

今
は
、
新
じ
ゃ

が
、
新
た
ま
ね
ぎ

が
お
い
し
い
時
期

で
す
ね
。
ス
ー
パ
ー

に
行
け
ば
、
季
節

に
関
係
な
く
、
ほ
し
い
野
菜
が
手
に

入
り
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
っ
て
な
ん

か
違
和
感
あ
り
ま
せ
ん
？

主
婦
歴
23
年
。
次
男
が
生
ま
れ
た

16
年
前
か
ら
、
車
で
５
分
の
畑
で
野

菜
を
作
り
始
め

ま
し
た
。
畑
は
、

無
料
で
使
わ
せ

て
も
ら
っ
た
上
、
野
菜
作
り
の
達
人

に
ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
け
る
、
願
っ
た

り
叶
っ
た
り
。

結
果
（
収
穫
）
が
す
ぐ
に
ほ
し
い

私
に
は
、
本
で
勉
強
し
た
り
、
試
行

錯
誤
の
遠
回
り
は
無
理
。
た
っ
た
一

坪
で
す
が
、
目
が
行
き
届
き
、
管
理

も
楽
で
す
。
そ
の
季
節
の
食
べ
た
い

も
の
だ
け
を
選
ん
で
寄
せ
植
え
し
て

い
ま
す
。

好
き
な
も
の
な
ら
、
一
生
懸
命
世

話
を
す
る
し
、
早
く
食
べ
た
い
と
大

切
に
か
わ
い
が
る
。
す
る
と
野
菜
も

そ
の
愛
情
を
受
け
て
、
い
き
い
き
元

気
に
育
ち
ま
す
。

特
に
子
供
と
一
緒
に
作
る
の
は
い

い
で
す
よ
。
自
分
で
作
っ
た
野
菜
の

料
理
は
、
残
さ
ず
食
べ
，
嫌
い
だ
っ

た
野
菜
も
食
べ
る
よ
う
に
な
る
か
ら

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。収

穫
し
た
野

菜
は
、
形
は
い

び
つ
で
も
、
家

族
で
手
塩
に
か
け
た
か
ら
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
育
て
る
と

ス
ー
パ
ー
の
形
の
そ
ろ
っ
た
野
菜
を

作
る
の
が
、
い
か
に
大
変
か
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
プ
ロ
の
す
ご
さ
が
わ
か

り
、
作
っ
た
人
へ
の
感
謝
も
う
ま
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
春
野
菜
で
す
。
あ
な

た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
若
草
７
丁
目

Ｏ
）

一
坪
家
庭
菜
園

今
月
号
か
ら
地
域
で
活
動
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
を

取
り
上
げ
る
「
サ
ー
ク
ル
万

歳
」
を
新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。

以
前
に
も
サ
ー
ク
ル
を
紹

介
し
た
連
載
企
画
が
あ
り
ま

し
た
が
、
新
し
い
サ
ー
ク
ル

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
回
は
視
点
を
変
え
、
当
事

者
で
な
く
第
三
者
か
ら
見
た

活
動
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
園
で
交
通
安
全
教
室


